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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年8月12日(2010.8.12)

【公表番号】特表2009-541262(P2009-541262A)
【公表日】平成21年11月26日(2009.11.26)
【年通号数】公開・登録公報2009-047
【出願番号】特願2009-515865(P2009-515865)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 233/78     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  51/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 231/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  59/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ 233/78    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  49/02    　　　Ｃ
   Ｃ０７Ｃ 231/12    　　　　
   Ｃ０７Ｂ  59/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年6月21日(2010.6.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：

【化１】

（式中、Ｒ１は、３Ｈ、１１Ｃ、１４Ｃ、１３Ｎ、１５Ｏ、７６Ｂｒ、１８Ｆ、１２３Ｉ
、１２５Ｉ、１３１Ｉ、７５Ｂｒ、７６Ｂｒ、７７Ｂｒおよび８２Ｂｒから選択される放
射性核種を含むか、またはこれらからなる放射標識基である）
の化合物またはその塩もしくは溶媒和物。
【請求項２】
　Ｒ１が、１１Ｃを含むＣ１－６アルキル基である、請求項１記載の化合物。
【請求項３】
　［１１Ｃ－Ｎ－メチル］－Ｎ－［［１－（ジメチルアミノ）シクロペンチル］（フェニ
ル）メチル］－２，６－ジメチルベンズアミドまたはその塩もしくは溶媒和物である、請
求項１記載の化合物。
【請求項４】
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　２，６－ジメチル－Ｎ－［［１－（メチルアミノ）シクロペンチル］（フェニル）メチ
ル］ベンズアミドを式（ＩＶ）：
Ｒ１－Ｘ（ＩＶ）
（式中、Ｒ１は、３Ｈ、１１Ｃ、１４Ｃ、１３Ｎ、１５Ｏ、７６Ｂｒ、１８Ｆ、１２３Ｉ
、１２５Ｉ、１３１Ｉ、７５Ｂｒ、７６Ｂｒ、７７Ｂｒおよび８２Ｂｒから選択される放
射性核種を含有する基であり、Ｘは脱離基である）
の化合物と反応させ；その後、任意にその塩または溶媒和物を形成することを含む、請求
項１～３のいずれか１項記載の化合物の調製法。
【請求項５】
　療法において使用される請求項１～３のいずれか１項記載の化合物。
【請求項６】
　ＧｌｙＴ１リガンドまたはＳＰＥＣＴリガンドとして使用される、請求項１～３のいず
れか１項記載の化合物。
【請求項７】
　ＧｌｙＴ１結合試験において使用される請求項１～３のいずれか１項記載の化合物。
【請求項８】
　哺乳動物においてＧｌｙＴ１を標識するのに、哺乳動物においてＧｌｙＴ１を発現させ
るのに、ＧｌｙＴ１を画像診断するのに、哺乳動物においてＧｌｙＴ１を発現させる組織
を画像診断するのに、哺乳動物の脳におけるグリシントランスポーターサブタイプ１（Ｇ
ｌｙＴ１）を画像診断するのに、または哺乳動物組織におけるＧｌｙＴ１機能を検出また
は定量化するのに用いられる、請求項１～３のいずれか１項記載の化合物。
【請求項９】
　哺乳動物がヒトである、請求項８記載の化合物。
【請求項１０】
　哺乳動物においてＧｌｙＴ１を標識するための、哺乳動物においてＧｌｙＴ１を発現さ
せるための、ＧｌｙＴ１を画像診断するための、哺乳動物においてＧｌｙＴ１を発現させ
る組織を画像診断するための、哺乳動物の脳におけるグリシントランスポーターサブタイ
プ１（ＧｌｙＴ１）を画像診断するための、または哺乳動物組織におけるＧｌｙＴ１機能
を検出または定量化するための組成物の製造における、請求項１～３のいずれか１項記載
の化合物の使用。
【請求項１１】
　前記哺乳動物がヒトである、請求項１０記載の使用。
【請求項１２】
　請求項１～３のいずれか１項記載の化合物および少なくとも１つの医薬的に許容される
担体、希釈剤または賦形剤を含む、神経障害または精神神経障害の治療用医薬組成物。
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